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観点別評価規準

【①知識・技能】
・金属の結晶格子の名称や配位数、単位格子中の原子の数、充塡率について理解している。（確認
テスト、定期考査）
・NaCl型、CsCl型の結晶格子について、配位数、単位格子中のイオンの数、組成式について理解
している。（確認テスト、定期考査）
・状態変化の際に放出または吸収するエネルギーの名称を理解している。（定期考査）
・気液平衡の考え方を理解している。（定期考査）
・蒸気圧および蒸気圧曲線について理解している。（定期考査）
・ボイルの法則、シャルルの法則、ボイル・シャルルの法則を理解し、それらの式を用いることができ
る。（確認テスト、定期考査）
・状態方程式を用いることができる。（確認テスト、定期考査）
・飽和溶液において成立する溶解平衡について理解している。（定期考査）
・気体の溶解に関するヘンリーの法則について理解している。（定期考査）
・溶液における、蒸気圧降下、沸点上昇、凝固点降下、浸透圧という現象は、溶質の粒子の数（質
量モル濃度）にのみ依存することを理解している。（定期考査）
・コロイドとコロイド溶液およびその分類について理解をしている。（確認テスト、定期考査）
【②思考・判断・表現】
・結晶格子に関する知識を用い、密度を求めることができる。（定期考査）
・水素化合物の分子量と沸点の関係について説明できる。（学習プリント）
・加熱による物質の温度変化を表した図において、グラフの形について説明できる。（学習プリント）
・状態図を用いることで、ある温度・圧力における物質の状態を判断することができる。（学習プリン
ト、定期考査）
・モル分率を用いた平均分子量の考え方を理解し、モル分率を用いて平均分子量を求めることがで
きる。（定期考査）
・理想気体と実在気体の違いに基づき、実在気体を理想気体に近づける条件を判断することができ
る。（学習プリント）
・ヘンリーの法則を用いて、気体の溶解量を求めることができる。（定期考査）
・質量パーセント濃度やモル濃度、質量モル濃度を適切に用い、濃度の換算を行うことができる。
（定期考査）
・沸点上昇や凝固点降下を利用することで分子量を求められることを理解し、その値を求めることが
できる。（学習プリント）
・コロイド溶液におこる現象から、そのコロイドの性質や特徴について判断できる。（定期考査）
【③主体的に学習に取り組む態度】
・レポート課題に主体的に取り組み、提出期限を守って提出している。（レポート課題）
・振り返りノートへの授業内容の記録等がきちんとできており、整理されている。（振り返りノート）
・授業に取り組む姿勢が良好である。（授業態度）

【①知識・技能】
・化学反応に伴って放出または吸収する熱量をエンタルピー変化を用いて表すことを理解してい
る。（確認テスト、定期考査）
・エンタルピー変化を付した反応式とエンタルピー変化を表した図を理解し、それぞれを作ることが
できる。（確認テスト、定期考査）
・電池のしくみについて理解している。（確認テスト、定期考査）
・水溶液の電気分解において陽極および陰極で具体的に起こる反応を理解している。（定期考査）
・反応速度が速度定数とモル濃度を用いて表せることを理解している。（定期考査）
・活性化エネルギーの大小と反応速度の関係について理解している。（定期考査）
・化学平衡の法則を理解し、平衡定数を濃度を用いて表すことができる。（定期考査）
・電離度や電離定数を用いて、水素イオン濃度やpHを求める方法を理解している。（定期考査）
・難溶性塩の水溶液中の溶解平衡および溶解度積について理解している。（定期考査）
【②思考・判断・表現】
・反応エンタルピーの種類を判断することで、エンタルピー変化を付した反応式を書いたり、反応エ
ンタルピーを求めたりすることができる。（学習プリント、定期考査）
・ヘスの法則を利用し、与えられたエンタルピー変化を適切に用いることで、目的のエンタルピー変
化を求めることができる。（定期考査）
・電池の両極での反応式を用いて、物質量などの量的な計算ができる。（定期考査）
・ファラデーの法則に基づき、電気分解の量的関係の計算ができる。（定期考査）
・反応速度に関わる条件に基づき、条件を変えることで反応速度がどのように変化するのかを判断
することができる。（学習プリント、定期考査）
・ルシャトリエの原理について理解し、濃度、圧力、温度を変化させた際に平衡がどちらに移動する
か判断することができる。（学習プリント、定期考査）
【③主体的に学習に取り組む態度】
・レポート課題に主体的に取り組み、提出期限を守って提出している。（レポート課題）
・振り返りノートへの授業内容の記録等がきちんとできており、整理されている。（振り返りノート）
・授業に取り組む姿勢が良好である。（授業態度）

学習内容
学習のねらい

□１編：物質の状態：16時間程度
　
　第１章　固体の構造
　第２章　物質の状態変化
　第３章　気体
　第４章　溶液

気体、液体、固体の性質を観察、実験などを通して
探究し、物質の状態変化、状態間の平衡及び溶液の
性質について学ぶ。

□２編：物質の変化：16時間程度
　
　第１章　化学反応とエネルギー
　第２章　電池と電気分解
　第３章　化学反応の速さとしくみ
　第４章　化学平衡

化学反応に伴うエネルギーの出入り、反応速度及び
化学平衡を観察、実験などを通して探究し、化学反応
に関する概念や法則について学ぶ。

評価方法

・定期考査：80%
・確認テスト：20%
＊「確認テスト」には実験操作に関する
試験も含みます。

・定期考査：50％
・学習プリント（観察実験の報告書を含
む）およびレポート課題：50%

・学習プリント（観察実験の報告書を含
む）およびレポート課題等への取り組
み：40%
・振り返りノート：50%
・授業態度：10％

担当者からの
メッセージ

化学では、化学基礎で学習した「物質の状態」・「物質の性質」・「物質の変化」を土台として、これらの内容に関してさらに
深く学習します。これらの内容を学習することで、身の回りの出来事や現象をさらに深く、そして科学的に考察する力を育
むことができます。難しい内容ですが、１つ１つ丁寧に学習を続ければ、理解ができるようになります。一緒に頑張りましょ
う。

目標

(1)化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、化学的に探究する能力を身に
付ける。
(2)化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深める。
(3)物質とその変化に主体的にかかわり、科学的に探究しようとする態度を養う。

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知識の習得や意識の概念的な理解が
できているか、および実験操作の基本
的な技術の習得ができているかについ
て評価します。

習得した「知識・技能」を活用して課題
を解決できる思考力・判断力・表現力な
どを身に付けているかについて評価し
ます。

知識・技能の習得や思考力・判断力・
表現力などを身に付ける過程におい
て、粘り強く学習に取り組んでいるか、
自らの学習を調整しようとしているかに
ついて評価します。

使用教科書 新編　化学（数研出版） 使用副教材等 リードLightノート　化学（数研出版）

教科 科目理科 単位数 学年 アカデミーコース化学 単位 コース
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【①知識・技能】
・水素および貴ガスの性質を理解している。（定期考査）
・ハロゲン元素の単体の性質（状態、色、酸化力、反応性など）を理解している。（確認テスト、定期
考査）
・酸素および硫黄の単体や化合物について、その性質を理解している。（定期考査）
・窒素およびリンの単体や化合物について、その性質を理解している。（定期考査）
・炭素、ケイ素の単体と化合物について、身近な利用例なども含めて理解している。（定期考査）
・アルカリ金属元素の単体や化合物の性質を理解している。（定期考査）
・アルカリ土類金属元素の単体や化合物の性質を理解している。（定期考査）
・アルミニウム、スズ、鉛の単体や化合物の性質を理解している。（定期考査）
・遷移元素（鉄、銅、銀、金、亜鉛、クロム、マンガン）の単体や化合物の性質を理解している。（確認
テスト、定期考査）
【②思考・判断・表現】
・ハロゲン元素の単体の酸化力に基づき、反応性の強弱を判断できる。（学習プリント、定期考査）
・硫酸の工業的製法における量的計算を行うことができる。（定期考査）
・オストワルト法について量的計算を行うことができる。（定期考査）
・ナトリウムの反応について体系立てた知識を表現できる。（学習プリント）
・カルシウムの反応について体系立てた知識を表現できる。（学習プリント）
・アルミニウムの反応について体系立てた知識を表現できる。（学習プリント）
・遷移元素（鉄、銅、銀、金、亜鉛、クロム、マンガン）の反応について体系立てた知識を表現でき
る。（学習プリント）
・金属イオンの系統分析の考え方を用いて、複数の金属イオンが存在する水溶液から目的の金属を
分離、確認することができる。（学習プリント、定期考査）
【③主体的に学習に取り組む態度】
・レポート課題に主体的に取り組み、提出期限を守って提出している。（レポート課題）
・振り返りノートへの授業内容の記録等がきちんとできており、整理されている。（振り返りノート）
・授業に取り組む姿勢が良好である。（授業態度）

【①知識・技能】
・有機化合物の分類と特徴について理解している。（定期考査）
・脂肪族炭化水素の性質や反応性について理解している。（確認テスト、定期考査）
・アルコールやエーテルの分類、性質、反応性について理解している。（確認テスト、定期考査）
・アルデヒドやケトンの分類、性質、反応性について理解している。（確認テスト、定期考査）
・カルボン酸やエステルの分類、性質、反応性について理解している。（確認テスト、定期考査）
・油脂の合成法、構造、反応性について理解している。（定期考査）
・セッケンの製法と洗浄作用、性質について理解している。（定期考査）
・芳香族炭化水素の性質や反応性について理解している。（確認テスト、定期考査）
・フェノール類と芳香族カルボン酸の分類、性質、反応性について理解している。（確認テスト、定期
考査）
・芳香族アミンやアゾ化合物の性質、反応性について理解している。（定期考査）
【②思考・判断・表現】
・元素分析を行い、有機化合物の組成式や分子式を求めることができる。（定期考査）
・脂肪族炭化水素の構造異性体や立体異性体の構造式および名称を記すことができる。（学習プリ
ント、定期考査）
・脂肪族炭化水素の反応を体系的に記すことができる。（定期考査）
・アルコールの反応について、反応物や生成物の構造式および名称、また化学反応式を記すことが
できる。（定期考査）
・アルデヒドやケトンの反応について、反応物や生成物の構造式および名称、また化学反応式を記
すことができる。（定期考査）
・カルボン酸やエステルの反応について、反応物や生成物の構造式および名称、また化学反応式
を記すことができる。（定期考査）
・油脂の構造に基づいて、けん化価の導出などの量的計算を行うことができる。（定期考査）
・ベンゼンの反応を体系的に記すことができる。（学習プリント、定期考査）
・フェノール類や芳香族カルボン酸の反応について、反応物や生成物の構造式および名称、また化
学反応式を記すことができる。（定期考査）
・芳香族アミンやアゾ化合物の反応について、反応物や生成物の構造式および名称、また化学反
応式を記すことができる。（定期考査）
・有機化合物の分離の原理の考え方に基づいて、与えられた混合物から目的の有機化合物を分離
することができる。（学習プリント、定期考査）
【③主体的に学習に取り組む態度】
・レポート課題に主体的に取り組み、提出期限を守って提出している。（レポート課題）
・振り返りノートへの授業内容の記録等がきちんとできており、整理されている。（振り返りノート）
・授業に取り組む姿勢が良好である。（授業態度）

【①知識・技能】
・高分子化合物の定義や分類、構造について理解している。（確認テスト、定期考査））
・糖類の分類、性質、反応性について理解している。（確認テスト、定期考査）
・α-アミノ酸の示性式や特徴、検出方法、反応性について理解している。（確認テスト、定期考査）
・タンパク質の構造や分類、性質、検出方法について理解している。（確認テスト、定期考査）
・酵素のはたらきや反応条件について、タンパク質の性質などもふまえながら理解している。（定期
考査）
・合成繊維（ナイロン66、ナイロン6、ポリエチレンテレフタラート、ポリエチレン、ビニロンなど）の合成
法について理解している。（定期考査）
・熱可塑性樹脂および熱硬化性樹脂の名称や単量体、利用例、性質を理解している。（定期考査）
・イオン交換樹脂について、その構造と性質、利用例を理解している。（定期考査）
・合成ゴムの名称と単量体、利用例、性質について理解している。（定期考査）
【②思考・判断・表現】
・糖類が関わる反応の反応式に基づいて量的関係の計算ができる。（定期考査）
・アミノ酸の関わる反応の反応式を書くことができる。（定期考査）
・アミノ酸やタンパク質の構造や性質をふまえ、量的計算を行うことができる。（定期考査）
・合成繊維に関する量的計算を行うことができる。（定期考査）
・イオン交換樹脂の原理の理解をもとに、イオン交換樹脂の関わる量的計算を行うことができる。（定
期考査）
【③主体的に学習に取り組む態度】
・レポート課題に主体的に取り組み、提出期限を守って提出している。（レポート課題）
・振り返りノートへの授業内容の記録等がきちんとできており、整理されている。（振り返りノート）
・授業に取り組む姿勢が良好である。（授業態度）

□３編：無機物質：16時間程度
　
　第１章　非金属元素
　第２章　金属元素（Ⅰ）─典型元素─
　第３章　金属元素（Ⅱ）─遷移元素─

無機物質の性質や反応を観察、実験などを通して
探究し、元素の性質を周期表に基づいて整理する。

□４編：有機化合物：16時間程度
　
　第１章　有機化合物の分類と分析
　第２章　脂肪族炭化水素
　第３章　アルコールと関連化合物
　第４章　芳香族化合物

有機化合物の性質や反応を観察、実験などを通し
て探究し、有機化合物の分類と特徴について学ぶ。

□５編：高分子化合物：16時間程度
　
　第１章　高分子化合物の性質
　第２章　天然高分子化合物
　第３章　合成高分子化合物

高分子化合物の性質や反応を観察、実験などを通
して探究し、合成高分子化合物と天然高分子化合物
の特徴について学ぶ。


	シラバス

